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【日　　時】　令和４年４月２７日（水）午後２時～４時

【開催会場】　健康福祉事務センター第３・４会議室

【会場参加】　８名

【オンライン参加】　３名

【欠席委員】　０名

【事務局】［障がい者支援課］６名
［ひびき］　　　　１名

【傍　　聴】　無し　

【配付資料一覧】
１　小平市地域自立支援協議会　第１回幹事会次第
２　令和４年度小平市地域自立支援協議会開催一覧　　　　　　　（資料１）
３　第５期　令和３年度小平市地域自立支援協議会実績報告（案、一部抜粋）
（資料２）
４　第５期 小平市地域自立支援協議会　令和４年度協議テーマ（案）
（資料３）
５　農福連携について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料４）
６　当事者・情報部会開催報告　　　　　　　　　　　　　　　　（資料５）
７　小平市オリジナル農福連携について（事業の経過、市内農家とのつながり経過、農園との連携について）　　　　　　　　　　　　　　（資料６）
８　古民家で味わう伝統芸能　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料７）

【協議内容】
１　開会
幹事長より開会が宣言された。
　事務局より本日の出席者と傍聴者の確認をした。

２　障がい者支援課より人事異動の報告
障がい者支援課長の交代、ケースワーカーと保健師の異動について報告あり。

３　配付資料の確認
事務局より配付資料の確認をした。

４　「農福連携」について
障がい者支援課、あさやけ第二作業所、８７５Ｂｅａｎｓ、小平市障害者就労・生活支援センターほっとより、資料４・資料６に基づいて説明がされた。
資料６の１ページ（３）の令和３年１１月を１２月に訂正があった。
以下のとおり、補足説明と協議が行われた。
【幹事長】 農福連携は農業分野と福祉分野の連携ということで、地方の農村部では以前から進んでおり、障がい者雇用の分野でも社会福祉法人が農業に参入したり農家で障がい者雇用をしたりという動きがあった。実際に福祉分野の作業の一つとしてや農業分野の人材不足を補完する役割としてクローズアップされている。小平市障がい者福祉計画の中でも農福連携が記載され、一昨年前から産業振興課の協力を得て農福連携を具体的に取り組んでいる。本日は、実際に関わっている事業所の話を聞き、今後の農福連携について意見交換したい。
【事務局】 農林水産省と厚生労働省の全国規模の合同研修が開催された。小平市には、まだ農地が残っている。そこで、令和２年９月頃より産業振興課と打合わせをはじめ、市内の農家に６事業所で訪問した。
農家からは飲食店での地場野菜の活用や集荷や配送の課題などについて教えていただいた。
さらに、「ゆで饅頭」の餡に地場野菜を使い商品化するプロジェクトを企画したが、餡が固くなることや販売場所等が課題となった。
また、草刈り作業は、複数の社会福祉法人が手を挙げたが、作業規模が機械無しでは難しく、作業を担える社会福祉法人が行うことになった。
その他にも、トマトの養液栽培など通年で収穫作業が見込めるため、５法人で５月から試すことになった。熟し具合の見極めが課題である。
【あさやけ第二作業所】当法人は約３０年前から農地の一角をお借りし、製品を販売していた。法律の変更により販売終了後、社会適応訓練事業で利用者が働いた。３名が複数の農園で社会適応訓練事業を実施した。現在、社会適応訓練事業は無くなり就労移行等で継続している。その後、就業できる利用者がいなくなり農家との関係は途切れがちになった。
現在は市内の農地に行き、冬に枯れた雑草を刈った。年間を通して行う予定である。今後はピクルス、乾燥野菜、焼き芋など農産物を使った製品作りを考えている。三鷹で取れたかりんをジャムにして三鷹市立中学校特別支援級の生徒がラベルを貼り販売する取り組みの中で、ジャム製品も担った。
【８７５Ｂｅａｎｓ】２０１７年に開所し５年目、１７名の知的障がい者が働き、焼き菓子やペットフード等の製造製菓をしている。開所以前に農園に分けてもらった規格外トマトを入れてペットフードを販売したところ好評で、農園との関係はあった。２０１７年に現在の場所に開所したが、土地のオーナーがブルーベリー園を営んでいた。ブルーベリーの収穫は梅雨明けからお盆明けくらいまで、繁忙期の摘み取りを約５年行っている。ネットの設置を４～５月にして、９月頃にネットの除去作業をしている。その他に、剪定した枝の清掃や草刈りをしている。ブルーベリーの収穫は、熟し具合の見極めと摘み取りの力加減が難しい。ブルーベリー園では生食用と加工用を分けて栽培し、当事業所では加工用を中心に作業をしている。ブルーベリーの収穫は熱中症になるケースが増えているので短時間しか入れず、収穫量が多くないので仕事につながらない。
今後の展開は摘み取り用のレベルアップが課題。ブルーベリーは商品化が難しい。配送や納品、販売の人手が足りないとの話なので代わってできればと思う。
【幹事長】産業振興課から８月末までに７３００㎡、２２００坪の農地の草刈り作業を依頼された。ＪＡは３～４人で２日間で作業できるが、我々は１か月以上かかった。耕運機や農業用機械が必要で、当法人の理事長が機械を運転し作業した。利用者の作業は午前１０時から１１時半、午後１時半から３時頃となるが、一番暑い時間帯となり、農家から朝早く作業をという話だったが、日中は厳しかった。農家にこちらのやり方を理解してもらい協力してもらった。
トマトの農園の収穫作業も開始されるため、今後の可能性や課題について話してほしい。
【あさやけ第二作業所】 可能性はたくさんあるが、一つの事業所だけでなく複数の事業所で分担して実施することを考え、窓口を一つにする配慮が必要である。農家の仕事は我々が思っている仕事以上のもので、農地に足を踏み入れてみることが大事で、そのきっかけを作ってもらった。新しい農福の改革の入口に来ている。今のつながりを大事に農家に沿ったやり方に合わせていく事が大事だ。
【８７５Ｂｅａｎｓ】 ５年前から行っているが、障がい者が農業を行うことに理解が少ない。理解がある農家からつながりを深めていき、それを成功体験として繋がりを広げていけるといい。
【事務局】 市の立場で言えば、産業振興課からの情報をきちんと伝える繋ぎをしたい。農家との繋がりが途切れないようにしたい。
＜質疑応答＞
【Ｊ委員】繋がりがあることが大事だと感じた。市に質問だが、障害者福祉計画では、農福連携とあるが、産業振興課に紐づけされた街づくりの計画があるか。
【事務局】 杉並区や小金井市では障がい者が農業を訓練するスペースがある。小平市では鎌倉公園の整備事業があり、産業振興課がそこに農業訓練のスペースを入れようとの話だった。農林水産省と厚生労働省の資料には、農家の障がい者への関わりや事業所側の農家への関わりのガイドブックもある。
【Ｊ委員】 分野を超えてお互いに学ぶことが必要と感じた。
【Ａ委員】 子どもが高等部の頃、学校で園芸の授業があったが、小平市内では園芸に取り組む福祉作業所はなかったので、国分寺の農園等に就労した人がいた。市内でも受け皿ができるといい。
【Ｂ委員】 利用者は平均的に何名くらい参加しているのか。
【あさやけ第二作業所】 農園１５００㎡で、職員２名と利用者４名が半日を４回行った。トマト栽培は１事業所につき職員は１名、利用者は２名で行う。福島県の事例では、職員１名に利用者５～６名が適正と言っていた。
【８７５Ｂｅａｎｓ】 私たちの所もスタッフ１名に利用者２名の体制が多い。毎日しているわけではないので少数精鋭でしている。
【幹事長】当法人では農地の草刈りも職員１名で利用者４～５名で行った。
就労Ｂの職員配置基準の問題もあり、職員１名当たり利用者２名では、そこには手厚いが他の作業の職員１名あたりの人数が多くなるので、４～６名がいいと思う。その辺が課題となる。　
【事務局】 運営規程上事業所の場所以外で行っても大丈夫なのか。
【あさやけ第二作業所】 運営規程上も契約上も、提供する作業を限定していないので問題はない。就労Ｂが施設内だけで活動するという規定はない。人員配置が心配だが、事業所内で体制がとれればいい。
【幹事長】 新しい事業を始める度に規程を変える必要が出てくるため、当法人の運営規程は柔軟に運営できるように作っている。
【Ｂ委員】　生活介護で生産活動として行っているが、外出不可という規定は特にない。
【幹事長】　ありがとうございました。

５　令和４年度の協議テーマについて
　　事務局より資料２、資料３に基づいて説明をした。
【幹事長】　第５期の３年目になるため、第５期の総括を今後しなければならない。今年度に取り組みたいことがあれば反映したい。
＜質疑応答＞
【Ｃ委員】 地域生活支援拠点等事業（以下、拠点等事業とする。）が始まり、にも括などで８０５０関係の対象者数や、医療との狭間のグレーゾーンの方や引きこもりの方の人数把握ができると良い。基幹相談支援センター（以下、基幹とする。）設置のあり方の検討が必要である。　
【会　長】　基幹の整備は大変重要な課題である。今後の拠点等事業の展開とあわせて行う必要がある。拠点等ワーキングに向けての準備会が始まり、小平市の実態に合った基幹を検討する必要がある。拠点等事業の運営は準備会で検討し、基幹も検討しなければならない。議論をしながら協議会委員の立場で意見を出してほしい。
【Ｉ委員】 拠点等事業には関心がある。多くの事業所が連携できる仕組みを作る必要がある。
児童発達支援センターが開設したが開設して終わりではない。機能的な事業展開の検討も地域自立支援協議会の役割である。福祉業界全体で支える仕組み作りをしなければならない。任された人たちだけが職員配置をし、相談を受けそれで終わりではなく、相談の後につながる仕組みが大切である。特に、障害児相談支援はセルフプランが多いと聞くので、それをどう支えていくか協議したい。
その他、災害について入所、通所施設それぞれの役割があるが、具体的に進んでいない。市から委託された福祉避難所の役割についてノウハウがないので取り組んでいただきたい。
【Ｎ委員】　拠点等事業の実施に向けて各事業所と情報共有して実施することが、相談支援専門員として取組むことである。拠点等事業の緊急時対応に向けて相談支援ワーキングで生かしていく事が必要である。
また、法人内では施設からグループホームに移るケースが増えている。地域移行の実施に向けて明確に進んでいないケースもあるので、小平市の取り組みとして進めたい。
その他、新型コロナウイルス感染症対策が医療的なことが変わっている。コロナ対策も必要である。
【Ｇ委員】 当事者にも分かりやすいような情報発信と、情報保障のツール等を考えたい。当事者が社会的障壁をどういうところで抱くのか議論したい。地域自立支援協議会のＷＥＢ参加に関しても意見をもらいたい。
【幹事長】　参加・情報伝達方法について考えがあれば、その都度教えていただきたい。
【Ｌ委員】 医療の立場から医療と福祉の連携や住み分けを話し合いたい。法制度が進み、医療がある障がいのある方の支援は整備が進んでいるが、現実は重心かそうではないかの住み分け程度である。動く医療的ケア児など狭間にいる方に目を向ける必要がある。
また、発達障がい児の相談が学校や福祉施設から多くきている。　小学校の通級に通学する児童は、以前は知的障がいの児童が多かったが、今は発達障がいの児童が多く、知的障がいの児童は支援学校に通うことが増えているというデータがある。医療と教育と福祉で協議する場が必要になる。
また、放課後等デイサービスについては協議する場がないことを課題として取組みたい。
発達障がいの子が大人になり、精神障がいや精神患者、働きにくい、生きにくいという問題も拠点等事業でどうするかも検討する必要がある。
【Ｅ委員】　当院の特徴として、神経疾患の方、精神疾患の方、重心、医ケア児の方々である。児童発達支援事業の対象者数は多いが受け入れる場所が足りないので、受け皿整備が課題と思う。ノウハウの共有ができる場所やツールが課題である。
コロナが収まらない中、災害が多いので災害が発生した場合の対応が心配である。
【幹事長】  コロナに関する部分は、話をする機会をもらえたらと思う。発達障がい児の支援や放課後等デイサービスは協議テーマにはあるが、これまであまり協議できなかった。児童発達支援センターの設置もされ、今後話をする機会が必要である。
【Ａ委員】  拠点等事業では、体験の場、自立に向けた支援の場がない。児童発達支援センターが開設されたことは嬉しい。障がいがなくても子どもの発達に悩んだ時に行ける場になってほしい。一方で、インクルーシブ教育が言われる中、住み分けが進んでいることを心配している。発達障がいの子の保護者は情緒学級を希望し、知的障がいの子の保護者はインクルーシブ教育を希望する人もいる。様々な考え方があるので選択できる体制にしてほしい。インクルーシブ社会の理解啓発を進めるため、教育委員会で理解啓発の授業の増設を要求してほしい。これらのことを協議会で協議してほしい。
【Ｂ委員】　当事者・情報部会では、情報発信を年間テーマとして取組む。当事者ワーキング等で当事者の意見を施策や計画に届けることも役割である。拠点等事業では情報を得ることが一番だが、他の事業所との連携を深めたい。また、ＩＣＴの進化等もテーマの一つである。
【Ｊ委員】　児童発達支援センターの事業説明を聞きたい。体制整備の中では、支援者を支援できる体制整備が大事という話が出ていた。以前、児童発達支援センターの先駆的地域として日野市のエールを視察した。日野市は明確なコンセプトがあり、教育との連携手段や関係機関との連携、メンバー構成、協議等がしっかり作ってあった。基幹設置についても、仕組み作りを協議会等で話し合いたい。
【幹事長】　皆様の意見を聞きながら詰めていきたい。

６　地域生活支援拠点等事業の進捗状況について
　　事務局より報告があった。
【事務局】　引続き検討しないといけないことがある。基幹が未設置であることは課題と感じている。４月からワーキングの準備会が開始した。緊急時の受け入れ態勢、顔の見える関係作りが大切と思っている。８０５０問題もある。
【会　長】 市だけや事業所だけでできる訳ではない。限られた資源のためそれぞれがもう一歩前に出て行うしかない。小平市ではそれが可能だ。制度上の課題もあるので東京都や国に対して要望する必要もある。基幹と拠点等事業はセットの部分もある。基幹の拠点等事業以外の機能も重要なものがある。拠点等事業に期待しているが拠点等事業で全てが解決するものでもないので、その後の課題やその前の地域作り、環境が整い少しでも前に進むといい。

７　当事者・情報部会報告
　　資料５に基づいて報告した。

８　情報提供
　　事務局から、追加資料を通して、ふるさと村からの古民家で味わう伝統芸能の紹介がされた。

９　今後の予定
（１）相談支援ワーキング　
　　　４月２１日（木）午前１０時～正午は、延期となった。
　　　次回日程未定
（２）地域部会　
[bookmark: _Hlk106821836]　　　５月２０日（金）午後２時～４時
（３）全体会
　　　５月３０日（月) 午後２時～４時
（４）当事者ワーキング
　　　６月１８日（土）午後１時半～３時半
対面の予定。市報にも掲載予定。

10　閉会
幹事長より閉会が宣言された。
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